
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

の
皆
様
に
よ
る
「
朝
の
読
み 

聞
か
せ
」
活
動
。
２
月
19

日

（
水
）
が
、
今
年
度
の
最
終
回
と

な
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
様
、
学
年
に
応
じ
た
様
々
な
ジ

ャ
ン
ル
の
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

幼
少
期
～
小
学
校
低
・
中
学
年

期
に
お
け
る
「
読
み
聞
か
せ
」
は
、

子
ど
も
を
本
（
活
字
）
の
世
界
へ

と
誘
う
大
切
な
活
動
で
す
。
た
く

さ
ん
の
ク
ラ
ス
で
読
み
聞
か
せ

活
動
を
行
う
た
め
に
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
が
ま
だ
ま
だ
足
り

な
い
状
況
で
す
。 

本
が
好
き
な
方
、 

子
ど
も
が
好
き
な 

方
な
ど
、
ご
興
味 

の
あ
る
方
は
、
学 

校
ま
で
お
問
い
合 

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※ 

見
学
だ
け
で
も
ぜ
ひ
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目指せ！ １級！       

チャレンジウィーク  

Hiwada Elementary School NEWS LETTER 

Pick Up なわとび  

（縄跳びのいろいろな技にチャレンジしました） 

２月３日（月）～７日（金）の期

間を「なわとびチャレンジウィーク」と

題して、自己記録の更新に挑戦する記

録会ウィークに設定しました。 

この季節は、感染症が流行する時期

でもあり、これまでの一発勝負の記録

会だと、体調が万全でない子や、ワンチ

ャンスに緊張して跳べない子なども多

く見られたため、１週間のチャレンジ

ウィークを設けることで、記録更新へ

の意欲を持続させ、体力向上と、何度で

もあきらめずに頑張る気持ちを育もう

とした新たな取組です。 

学年に応じて多種目にチャレンジす

る「級」を設定したり、終了後には、「な

わとび記録証」を交付したりするなど、

目標を持って取り組めるよう励まして

きました。体育の授業だけでなく、休み

時間にも寒さに負けず友達と一緒に元

気になわとびを頑張る子どもたちの姿

が印象的でした。 

＊2 月＊（如月:寒さ厳しく重ね着｢衣
き

更
さら

着
ぎ

｣） 

立春の前日｢節分｣。今年は 2 月 2 日で
した。すっかり定着した新風習「恵方巻」
を頬張りながら、春の足音（年度末・卒業
式）が近づいていることを感じました。 

朝の読み聞かせ（今年度最終回） 

村田製作所 特別授業 

全国学校給食週間 

２
月
14

日
（
金
）
に
、
東

北
村
田
製
作
所
の
皆
様
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
特
別
授
業
を
行

い
ま
し
た
。
電
子
回
路
を
使
い
、

手
回
し
発
電
機
や
光
電
池
で
電

気
を
生
み
出
す
実
験
を
し
た

り
、
細
か
な
部
品
を
組
み
立
て

電
子
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
作
っ
た
り

と
、
中
身
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ

た
２
時
間
で
し
た
。
今
回
の
授

業
を
通
し
て
、
身
の
回
り
に
は

電
気
を
使
っ
た
製
品
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
環
境 

へ
の
影
響
を
意
識
し
て
生
活 

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で 

あ
る
こ
と
を
、
学
ぶ
こ
と 

が
で
き
ま
し
た
。 

１
月
24

日
～
30

日
ま 

で
全
国
学
校
給
食
週
間 

で
し
た
。
明
治
22

年
に 

始
ま
り
各
地
に
広
が
っ
て 

い
っ
た
学
校
給
食
（
戦
争
で

一
時
中
断
し
昭
和

22

年
か
ら

再
開
）
。
子
供
た
ち
の
食
生
活
を

取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化

し
て
い
る
今
、
学
校
給
食
は
子
供

た
ち
が
食
に
関
す
る
正
し
い
知

識
と
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に

付
け
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
給
食
週
間
の
５

日
間
は
、
県
内
の
浜
通
り
・
中
通

り
・
会
津
の
献
立
や
、
神
奈
川
県

の
献
立
「
海
軍
カ
レ
ー
」
、
フ
ラ

ン
ス
の
献
立
「
ク
ロ
ッ
ク
ム
ッ
シ

ュ
」
な
ど
が
出 

さ
れ
ま
し
た
。 

食
の
楽
し
さ
と 

大
切
さ
を
伝
え 

て
く
れ
て
い
る 

栄
養
士
や
調
理 

員
さ
ん
へ
の
感 

謝
の
気
持
ち
を 

新
た
に
し
た 

一
週
間
で
し
た
。 

縄跳 

読書 
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日和田小学校 NEWS LETTER  

 

３ 

３月の行事予定 
3 日(月)～6 日(木) 

学期末短縮（Ｂ案） 

7 日(金) 卒業式会場作成①（5 年） 

11 日(火) いのちを考える日 

     同窓会入会式（6 年） 

12 日(水)・13 日(木)  

特別清掃（ワックスがけ） 

13 日(木) 卒業式予行(5･6 年) 

19 日(水) 修了式（1～5 年） 

卒業式会場作成②（5 年） 

20 日(木) ㊗春分の日 

21 日(金) 卒業証書授与式(5･6 年) 

26 日(水) 教室移動 

27 日(木) 離任式（自由登校） 

＊＊＊ お弁当の日 ＊＊＊ 

19 日(水) 

 

 
 

２
月
24

日
、

iP
h

o
n

e

等
の
革
新
的
技
術
で 

世
界
を
変
え
た
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
の
生 

誕
70

年
を
迎
え
ま
す
。20

0
5

年
、
ス
タ
ン
フ
ォ

ー
ド
大
学
で
の
伝
説
の
ス
ピ
ー
チ
“

C
o
n

n
e
c
tin

g
 

th
e
 d

o
ts

.

″(

点
と
点
を
つ
な
ぐ)

の
一
節
で
す
。 

 

”
将
来
を
見
据
え
て
、
点
（
行
動
や
経
験
、
知
識
）
と

点
を
つ
な
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
。
で
き
る
の
は
、
後
で

振
り
返
っ
た
と
き
「
つ
な
が
っ
て
い
た
ん
だ
！
」
と
知

る
の
み
。
だ
か
ら
、
信
じ
る
し
か
な
い
。
今
や
っ
て
い

る
こ
と
が
、
い
つ
か
自
分
の
役
に
立
つ
と
。
私
は
こ
の

や
り
方
で
後
悔
し
た
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
、
大
き
な

も
の
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
。
” 

 

～
中
略
～ 

 

”
仲
間
とA

p
p

le

を
創
業
し
、
最
良
の
商
品M

a
c

を

発
売
し
た
１
年
後
、
自
分
が
作
っ
た
会
社
か
ら
解
雇

さ
れ
た
。
絶
望
の
淵
か
ら
立
ち
上
が
り
、
ピ
ク
サ
ー
を

設
立
。
世
界
初
の
Ｃ
Ｇ
ア
ニ
メ
「
ト
イ
ス
ト
ー
リ
ー
」

を
製
作
し
た
。
こ
の
技
術
が
、
再
び
呼
び
戻
さ
れ
た

A
p
p

le

の
中
核
を
支
え
る
技
術
と
な
っ
た
。A

p
p
le

を
追
わ
れ
な
け
れ
ば
、
今
の
自
分
は
な
か
っ
た
。
非
常

に
苦
い
薬
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、
私
に
は
、
そ
う
い
う

辛
い
経
験
が
必
要
だ
っ
た
。
最
悪
の
出
来
事
に
見
舞

わ
れ
て
も
、
立
ち
止
ま
る
な
。
信
念
を
失
う
な
。
” 

 

人
生
に
、
無
駄
な
経
験
な
ど
な
い
。
た
く
さ
ん
の
挫

折
や
失
敗
が
糧
と
な
っ
て
、
い
つ
か
必
ず
自
分
を
助

け
て
く
れ
る
。
大
切
な
の
は
、
そ
の
時
で
き
る
精
一
杯

で
「
今
を
生
き
る
」
こ
と
、
そ
う
教
え
て
い
ま
す
。 

 

経
験
と
同
様
に
、
人
と
の
出
会
い
も
、
大
切
な
「
点
」

で
す
。
い
ろ
ん
な
人
と
の
関
係
作
り
が
、
後
で
思
わ
ぬ

時
に
役
に
立
ち
ま
す
。
一
人
の
力
は
小
さ
い
。
困
難
な

課
題
に
ぶ
つ
か
っ
た
時
、
思
い
も
よ
ら
な
い
人
が
、
思

い
も
よ
ら
な
い
一
面
を
見
せ
て
助
け
て
く
れ
ま
す
。

人
間
関
係
を
広
げ
て
お
く
こ
と
は
、
先
々
に
自
分
を

助
け
て
く
れ
る
大
切
な
布
石
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

と
に
か
く
「
や
っ
て
み
る
こ
と
」
。
そ
し
て
、
自
分

の
過
去
の
経
験
（
点
）
と 

今
の
課
題
（
点
）
を 

”
つ

な
ぐ
” 

方
法
を
「
考
え
る
こ
と
」
。
そ
の
両
方
が
大

切
な
の
で
し
ょ
う
。
「
失
敗
」
と
い
う
点
が
増
え
る
ほ

ど
、
点
と
点
を
つ
な
ぐ
方
法
は
多
様
に
な
る
。
前
向
な

気
持
ち
と
立
ち
上
が
る
こ
と
を
や
め
な
い
限
り
、
失

敗
は
「
経
験
」
と
い
う
大
き
な
糧
と
な
り
、
自
分
を
救

っ
て
く
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
「
乗
り
越
え
た
壁

は
、
い
つ
か
自
分
を
守
る
盾
と
な
る
」
…
そ
う
信
じ

て
、
困
難
に
立
ち
向
か
う
勇
気
と
、
自
分
を
信
じ
る
力

を
育
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

“

C
o
n

n
e
c
tin

g
 th

e
 d

o
ts

.

″ 

名言 

冬の遊びに大喜び！ 

１年生が、生活科の学習で「凧あげ」を楽しみました。２月初旬の最
強寒波の際には、「雪だるま」を作ったり「雪合戦」をしたりと、一面
の雪景色の中、雪まみれになってはしゃぐ子どもたちの声が響いていま
した。冬定番の遊びで汗だくになって走り回る子どもたちを眺めている
と、子どもの本質は昔から変わっていないのだと改めて感じました。 

１年生：凧あげ 

「学校だより」のバックナンバーは、本校 note で ⇒ https://note.com/koriyama_hiwada 

https://note.com/koriyama_hiwada

